



小 内 純 子
序章 問題意識と課題
⚑．平成の大合併と大崎市の取り組み




























































































































































































































































こうした事情もあって、合併は 2005 年⚓月 31 日までに達成すること










































2005 年度 2004 年度 2000 年度
人口 標準財政規模
財政力指数
実数 比率 実数（千円) 比率
古川市 74,223 53.4 14,787,584 46.7 0.549
松山町 6,964 5.0 1,856,243 5.9 0.243
三本木町 8,400 6.0 2,203,767 7.0 0.540
鹿島台町 13,794 9.9 3,146,485 9.9 0.309
岩出山町 13,625 9.8 3,705,303 11.7 0.307
鳴子町 8,883 6.4 2,879,102 9.1 0.357
田尻町 13,069 9.4 3,086,619 9.7 0.332









































1市 6町の議長と議員 1人 14 人











検討小委員会は、2004 年⚕月 15 日の第⚑回の検討小委員会に始まり、













































2004 年 ⚕月 15 日 第 1回小委員会
2005 年
⚕月 29 日 第 2回小委員会
⚖月 13 日 第 3回小委委員会
⚖月 29 日 第 19 回大崎地方合併協議会
⚓月 19 日 第 4回小委員会
⚔月 21 日 市町村合併講演会
⚖月 11 日 市町村合併フォーラム
⚖月 11 日 第 5回小委員会
⚙月⚒日 第 6回小委員会
10 月⚓日 第 7回小委員会































































































































































































































































































































































とは S 係長の仕事を格段にやりやすくしている。⚒つに、S 係長は、

























































































































1団体当たり 1回の申請につき 100 万円以下
＊交付率は事業費の 80％、基礎交付金の充当は
不可








































































































































































































































2005 年⚔月時点の IK 地区の世帯数は 606、人口は 1,951 人であった




















































け隊⽜とは、シルバー人材センター的な役割をもつもので、30 分 500 円
で除雪や草取りなどの作業を住民から請け負うものである。500 円のう
ち 400 円は作業を担う隊員へ、残り 100 円はサポートセンターの運営費
（保険など）にあてられる。2019 年⚓月の調査時点で、隊員は約 25 人、
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